
 

 

  

 

 

令和６年３月高砂市議会定例会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

提案内容の概要説明 
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１．はじめに 

令和６年３月定例会の開会にあたり、議員の皆様のご健

勝をお喜び申し上げますとともに、日頃のご精励に対し、

心から敬意を表する次第であります。  

提案内容の概要説明に先立ちまして、一言申し上げます。 

能登半島地震の発生から本日で８週間となります。各地

からの支援等により、ライフラインなどの復旧活動を進め

ているものの、石川県において、現在、１万人強の方が避

難されており、震災の爪痕は未だ色濃く残っております。 

本市ではこれまで、避難所運営支援、給水車による応急

給水支援、緊急消防援助隊としての消防職員、被災建築物

応急危険度判定士、看護師など、延べ３７名を石川県に派

遣してまいりました。 

石川県珠洲市での避難所運営支援では、避難所や集落で

のニーズ調査や不足物資の運搬、  

穴水町での応急給水支援では、小学校などの避難所や老

人ホームへの給水活動、 

輪島市での緊急消防援助隊では、行方不明者の捜索や後
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方支援等、 

被災されている方のお困りごとに寄り添った支援を行っ

ております。 

また、多くの避難者が出ていること、また、避難所での

生活に不安を感じる方もいらっしゃることから、広域避難

の一時受け入れ先として、高砂市市営住宅を家賃・敷金を

免除し提供する支援を実施しております。  

被災した皆様が一刻も早く安心した生活を取り戻される

よう、市としてもできるだけの協力をしていきたいと考え

ます。 

 

それでは、令和６年度の予算案をはじめ、諸議案をご審

議いただくにあたりまして、予算の編成に対する主要な施

策の概要をご説明申し上げ、市民の皆様並びに議員の皆様

のご理解を賜りたいと存じます。  

本定例市議会に提案をいたしました議案につきましては、

市長任期の迫る中、政策的経費を抑え、第５次高砂市総合

計画に掲げる施策を事業化しようとするものであり、また、
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継続して行っている事業、あるいは国・県が進める事業に

ついて編成したものでございます。  

 

２．この４年間の振返り 

私が市民の皆様から市長としての付託を受けましてから、

間もなく３年１１か月が経とうとしております。  

思い起こせば、市長に就任した令和２年４月１３日のま

さにその日に、市内で初めて新型コロナウイルスの感染者

が報告されるなど、予測不能な出来事の連続でありました

が、これまで、その時その時にできる対策を、スピード感

を持って実行してまいりました。  

任期１期目の期間中は、新型コロナウイルス感染症や世

界的な物価高騰など、人々の意識や社会全体の構造さえも

大きく変わっていく社会情勢の最中であり、未知の状況に

対する挑戦の連続であったと感じています。 

そのような状況の中でも、職員一丸となって取り組むこ

とができたのは、議員の皆様をはじめ、市民の皆様のご理

解とご協力の賜物であり、あらためて深く感謝申し上げま
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す。  

 

私は就任以降、先人たちが築かれた歴史と文化にあふれ

た「ふるさと高砂」をより一層よくしたいという思いを胸

に、「安全・安心なまちづくり」、「賑わいのある魅力的

なまちづくり」、「未来につながるまちづくり」、「すべ

ての人がイキイキと暮らすまちづくり」、これら４つを目

指すべき高砂の姿として実現していくため、これまで市政

に取り組んでまいりました。 
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【取組１  安全・安心なまちづくり】  

まず、一つ目である「安全・安心なまちづくり」につい

てです。 

（取組１  はじめに）  

令和６年１月１日に発生いたしました能登半島地震のよ

うな大規模な震災は、南海トラフ地震のリスクを抱える本

市においても決して他人事ではありません。 

また、昨年夏には、全国の平均気温が統計開始以来、過

去最高となるなど、気候変動は確実に進行しており、台風

や河川氾濫のリスクが高まっております。 

激甚化・頻発化する災害、様々な脅威から市民の生命や

健康、財産を守るため、安全・安心なまちづくりの歩みを

止めるわけにはいきません。 

 

（取組１  具体的取組）  

まず、災害発生の活動拠点である市庁舎において、老朽

化が進み、耐震性が不足していたことから、平成３０年に

新庁舎建設が着工され、免震・制振装置による地震対策、
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地盤改良による駐車場を含めた液状化対策、地盤をかさ上

げした高潮や浸水対策等を行い、防災に配慮した新庁舎を

令和４年に竣工しております。 

加えて、防災施策では、治水対策として、松村川河川改

修工事や市内各所における雨水ポンプ、雨水管渠整備工事

を進めており、松村川防潮水門・排水機場については完成

が間近となっております。 

これらの事業により、平成２３年の台風第１２号と同程

度の降雨に対して、市内の床下浸水解消を図るとともに、

地震による津波や高潮の遡上を防ぐ役割としても有効であ

ると考えております。 

 

次に、高砂市民病院は、新型コロナウイルス感染拡大と

いう国難とも言える緊急時の対応において、医師、看護師

を始めとする医療従事者の尽力もあり、改めて公立病院と

しての存在意義を示しました。 

また、災害発生時には、患者の負傷状況に応じた災害医

療を率先して行うことが期待できる、地域の中核となる医
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療機関であると考えます。 

令和６年１月には高砂市民病院将来構想を策定し、この

構想に基づき、「面倒見のいい病院」として、引き続き市

民の皆様に寄りそった医療を提供する総合病院を目指して

まいります。また、医師の確保を最重要課題として捉え、

あらゆる手段を講じて努力してまいります。 

 

次に、地域の安全対策施策として、見守りカメラの設置

にも取り組みました。令和４年度には各地区住民の皆様に

もご参加いただき、通学路や学校周辺を中心とした５００

箇所のカメラ設置場所を選定し、令和５年度からは設置工

事に着手しております。 

また、小学生、とりわけ低学年の児童がより安心して健

やかに成長する環境を整えるため、ＧＰＳを利用した見守

りサービス機器の購入に対する助成、登下校時の地域見守

り活動を実施いただいている方への活動用品やボランティ

ア保険の費用の支援を行っております。 
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（取組１  今後の取組）  

令和６年度は、引き続き、見守りカメラの設置及び治水

対策を進めるとともに、近年における全国的な課題である

熱中症への対策として、指定暑熱避難施設、いわゆるクー

リングシェルターを指定し、災害級の猛暑から市民の健康

を守ってまいります。 

能登半島地震をはじめとする過去の大災害の経験と教訓

を生かし、あらゆる危機を想定して万が一に備えるととも

に、今後、新たに発生するであろう未知の危険に対しても

迅速に対応し、市民の皆様が安全で安心して暮らせるまち

づくりを進めてまいります。 



 

 

 ９ 

【取組２  賑わいのある魅力的なまちづくり】  

次に、二つ目である「賑わいのある魅力的なまちづくり」

についてです。 

（取組２  はじめに）  

 鉄道駅は、都市部への通勤・通学のアクセス手段等の交

通拠点として重要な役割を担うとともに、地域の経済活動

の基盤であるだけでなく、市外の方からは玄関口として、

市の顔、市のイメージを象徴するものと言えます。  

 しかし、本市にある６つの駅のうち、重大な踏切事故が

発生した山陽電鉄荒井駅周辺、また、南側からの乗降につ

いて３０年以上も前から強い要望をいただいていたＪＲ曽

根駅周辺については、本市における長年の懸案事項であり

ました。 

 

（取組２  具体的取組）  

まず、駅周辺整備による交通の円滑化や駅前空間の賑わ

い創出について、他の駅も含めて取組を進めるため、駅周

辺整備プログラムを作成いたしました。 
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山陽電鉄高砂駅や荒井駅周辺の整備において、着工準備

の段階である連続立体交差事業の関連計画として、まちづ

くり計画を作成するため、高砂駅南地区まちづくり協議会

及び荒井駅周辺地区まちづくり協議会と、駅前整備・高架

下利用、駅周辺地区の密集市街地の解消に向けて協議を進

めております。 

また、ＪＲ曽根駅周辺整備においては、ＪＲ西日本と粘

り強く協議を重ね、昨年１２月に事業実現に向けた連携・

協力に関する確認書を交わしました。 

 長年の懸案事項でありました駅南側からのアクセスにつ

いては自由通路と橋上駅等の整備を行い、駅周辺の利便性

を向上させるとともに、ＪＲ曽根駅周辺地区まちづくり協

議会とともに地域の活性化を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 

（取組２  今後の取組）  

今後、連続立体交差推進事業において、周辺市街地を含

めた整備基本計画を地元まちづくり協議会と作成し、事業
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の前段階としての都市計画決定手続きや、事業化に向けた

準備を進めてまいります。 

また、ＪＲ曽根駅周辺整備事業においては、令和６年度

当初に、駅周辺整備に関する事業化の合意として、ＪＲ西

日本と自由通路及び橋上駅等に関する基本協定を締結する

予定としております。自由通路及び橋上駅等の整備に必要

な設計や周辺整備に必要な公有財産の購入等を行います。 

市内の駅周辺整備を着実に進め、生活利便性を向上させ

るとともに、魅力的な駅前空間によるまちの賑わいづくり

を進めてまいります。 
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【取組３  未来につながるまちづくり】  

次に、三つ目である「未来につながるまちづくり」につ

いてです。 

（取組３  はじめに）  

これからの未来を担っていく子どもたちに、より良い環

境をつくり、残していくことは、我々大人の責務です。 

加えて、本市を含めた播磨臨海工業地帯は、国内有数の

ものづくり産業の拠点でありますが、市域全体で、グロー

バルスタンダードである地球温暖化対策を推進していくこ

とは、本市の産業を維持し、発展していくことにも繋がる

と考えます。 

また、環境面だけではなく、庁内外で積極的にＤＸの推

進を行うことも未来につながる事業であると考えておりま

す。  

 

（取組３  具体的取組）  

本市は、令和３年７月に「２０５０年高砂市ゼロカーボ

ンシティ宣言」を行い、令和４年度に策定した「第２次高
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砂市地球温暖化対策実行計画」において、２０３０年の温

室効果ガス削減目標を２０１３年度と比べ、４８％以上削

減すると定めました。 

計画では市民、事業者、行政がより緊密に連携し、取り

組んでいくことを重視しており、地球温暖化対策の具体的

な取組として、 

市民向けに、電気自動車の購入や太陽光発電設備の設置、

既存住宅の省エネ化改修工事への補助、 

事業者向けに、環境配慮型トラックや再エネ・省エネ設

備等の導入への補助、 

市の取組では、公共施設における太陽光発電設備の導入

や照明器具のＬＥＤ化、太陽光発電等によるエネルギー創

出である創エネ、性能等の向上による省エネのほか、公用

自動車として電気自動車を導入し、また、一般の方にカー

シェアリングを行うなど、市民、事業者、行政がそれぞれ

の立場での取組を進めていくために様々な事業を行ってお

ります。 

また、県との官民連携の取組としては、播磨臨海地域で
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次世代エネルギーである水素やアンモニア等を活用し、地

域の脱炭素化を目指すカーボンニュートラルポート推進協

議会に参画して、広域での取組も進めております。  

 

次にＤＸの推進です。内閣府が進める未来技術社会実装

事業において、本市が提案いたしました「たかさご未来資

産を貯めようプロジェクト」が令和４年度に採択され、デ

ジタル技術の活用によって、脱炭素化に関する市民の行動

変容を促し、将来にわたって暮らしやまちの賑わい等を維

持、促進するとともに、Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇの向上を目

指しております。  

地域の助け合いを促進し、みんなでまちを支えるきっか

けづくりを目的として実証事業等を行い、脱炭素行動を促

進するとともに、コミュニティづくりと地域経済の活性化

の両立を目指す取組を進めております。 

 

（取組３  今後の取組）  

私は、広域ごみ処理施設である「エコクリーンピアはり
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ま」でのごみの焼却熱を利用した発電に関して、非常に高

いポテンシャルを感じております。現在、実質ＣＯ２排出

量ゼロの電力であるごみ発電の電力を２市２町の地域内で

有効利用し、地域の脱炭素化につなげる地産地消利用の検

討について分析等を行い、２市２町で積極的な検討を進め

ているところです。  

引き続き、市民、事業者、行政での取組の推進、電力の

地産地消による新たなエネルギー活用の検討を進め、脱炭

素社会の実現を図ってまいります。  
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【取組４  すべての人がイキイキと暮らすまちづくり】  

次に、四つ目である「すべての人がイキイキと暮らすま

ちづくり」についてです。 

（取組４  はじめに）  

令和３年度からスタートした第５次高砂市総合計画にお

いて、私は、本市の将来像としての「暮らしイキイキ  未

来ワクワク  笑顔と思いやり育むまち高砂」を思い描き、

子ども・若者、高齢者、障がい者等、すべての人が世代や

その背景を問わずに、思いやりと助け合いをもって、イキ

イキと輝き、生きがいを持って暮らせるまちを目指してま

いりました。 

 

（取組４  具体的取組）  

 まず、子ども・子育て関連施策において、 

 地域における少子化対策の強化に資するため、経済的に

不安を抱えた若い世代の新生活を支援することによる若い

世代への移住・定住促進、 

公立認定こども園等において、これまで保護者が持ち帰
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っていた乳幼児の使用済おむつの園での処分実施、  

全児童・生徒に配布したタブレット端末や、電子黒板な

どのＩＣＴ機器を活用することによる学校と家庭における

学習の充実、 

外国人児童生徒等サポート員の配置による、日本語指導

が必要な外国人児童生徒への学校生活の適応促進、  

これまで条件付きで実施していた高校生世代への医療費

助成を１８歳まで完全無料化に拡大するなど、 

結婚から子育てまでの切れ目ない支援により、子育て世

代の経済的負担等の軽減を図っております。今後も少子化

が見込まれる中、若い世代が安心して子育てができる環境

づくりを進めております。 

 

次に、福祉関連施策においては、  

市域における高齢者や障がい者等への、総合的かつ包括

的な相談支援の更なる充実を図るため、（旧）伊保幼稚園

を活用して、地域包括支援センターと基幹相談支援センタ

ーを集約し、更に新たに成年後見支援センターを併設した
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高砂市福祉総合相談センターの設置を進めました。  

また、高齢者の移動支援策として、高齢者福祉タクシー

料金助成の対象者拡大、７５歳以上の高齢者に対してのコ

ミュニティバス運賃の半額割引を行い、高齢者の外出機会

の創出と社会参加を図っております。 

家族形態や地域社会の変容等に伴い、高齢者や障がい者

の福祉サービスに対するニーズは多様化しており、また、

抱える困難の複合化、必要な支援の複雑化が進んでおりま

す。  

これらの課題に対して、分野を問わない包括的な相談・

支援を行い、すべての人が年齢や状況を問わず、その人の

ニーズに応じた適切な支援が受けられる地域づくりを進め

ております。 

 

次に、市民活動施策においては、曽根地区において教育

センター跡地へ地域交流センターを建設し、高砂地区にお

いては高砂地区コミュニティセンターを、その他の６地区

においては公民館を地域交流センターとすることで、コミ
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ュニティ活動や地域福祉、生涯学習を推進するための活動

拠点としての整備を行いました。  

地域にある身近で様々な課題を、そこに住み、関わる人々

が自ら解決していこうという地域づくりの促進拠点を整備

し、ともに支え合うまちづくりを進めております。  

 

（取組４  今後の取組）  

子どもを取り巻く社会問題は多様化しており、国におい

ても取組を進めておりますが、本市におきましても、令和

６年度から高砂市こども家庭相談センターを設置し、これ

までの妊産婦や子ども、子育て世帯への相談支援体制を一

体的なものとすることで、気軽に相談ができ、必要な情報

やサービスを提供できる環境を整えてまいります。  

また、福祉総合相談センター、地域交流センター、アス

パ高砂での市民サービスコーナーの新しい施設の運営が始

まります。 

 

これらの施設を含め、ライフステージに沿った全庁的な
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支援を行い、これまで以上に、行政が市民の皆様のより身

近な存在となり、不安や悩みを抱える方に寄り添うことで、

すべての人がイキイキと輝くまちづくりに取り組んでまい

ります。 
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３．令和６年度事業  

令和６年度予算案の主要な施策及び事業の概要を説明い

たします。 

 

子育て支援施策については、児童健全育成事業において、

現在実施しております、小学校就学までの児童を養育する、

支援が必要な家庭へのヘルパー派遣を拡大します。また、

ヤングケアラー等を含めた支援が必要な家庭にも派遣を行

い、養育支援の充実を図ります。  

次に、公立認定こども園建設事業においては、阿弥陀こ

ども園の老朽化に伴う園舎建替え等整備工事を実施し、園

児が安全・安心に過ごせる環境を整備します。 

 

教育施策については、不登校問題対策推進事業において、 

教室に入りづらい児童が校内で過ごすことのできる居場所

の設置、指導補助に関わる不登校指導補助員の配置を行い、

不登校児童に寄り添ったサポートに取り組んでまいります。 

次に、小・中学校施設建設事業においては、市内小中学
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校における防水改修や空調改修、老朽化に伴う校舎の修繕

等を実施し、児童・生徒が安心して学べる安全で快適な教

育環境を整備します。 

 

福祉施策については、在宅福祉事業において、高齢者、

障がい者等が移動手段としてタクシーを利用する際の助成

を拡大し、１回の乗車で利用できるタクシー利用券の枚数

を引き上げることで、負担の軽減及び、社会参加と自立の

促進を図ります。  

次に、社会福祉事務事業においては、高砂市福祉総合相

談センターと併設した成年後見支援センターの運営を開始

し、認知症、知的障がいなどの理由により、判断能力が不

十分となった人が、自らの意思に基づき安心して日常生活

を送ることができるよう、成年後見制度の利用促進を図り

ます。 

 

健康施策については、予防接種事業において、重症化の

リスクや治療後の過酷な神経痛が危惧される帯状疱疹への
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ワクチン接種費用助成を行い、発症予防を推進します。 

 

まちづくり施策については、播磨臨海地域道路推進事業

において、播磨臨海地域道路に係る皆様の意見をいただく

ため、国、県と協力して住民説明会を行い、丁寧に説明し

てまいります。 

次に、空家等対策推進事業においては、新たに創設され

た所有者不明土地管理制度及び、所有者不明建物管理制度

を活用し、相続人のいない所有者不明土地・建物の管理命

令の申立てを行うことで、空き家への迅速な管理・処分を

行い、良好な生活環境の保全に取り組みます。 

 

公共交通施策については、コミュニティバス運行事業に

おいて、観光資源へのアクセス向上を目的とした、令和５

年度から実施している阿弥陀地区・高砂地区２箇所での新

路線の試験運行について、運行時間を見直し、継続します。 

次に、地域公共交通計画策定事業においては、高砂市地

域公共交通計画を令和６年度・７年度の２か年で策定する
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ことにより、従来の公共交通サービスに加え、地域の多様

な輸送資源を活用した地域旅客運送サービスを検討し、高

齢者等への移動支援などの課題に対する移動サービスの確

保を図ります。 

 

産業施策については、農業振興事業において、新規就農

や、経営発展のための経営開始資金や機械・施設導入など、

就農に向けた取組を支援します。  

また、地域の農業の在り方や目指すべき将来の農地利用

の姿を明確化する地域計画の策定を行い、本市における持

続可能な農業振興を進めます。 

次に、地球温暖化対策推進事業においては、世界的な時

流である脱炭素化への市内中小事業者の取組を支援するこ

とにより、ものづくり産業の拠点としての本市の産業の維

持・発展を推進します。 

 

環境施策については、ごみ減量化再資源化対策事業にお

いて、エコクリーンピアはりま稼働後の一般廃棄物処理に
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関する新たな方策の検討や計画目標値等の設定を行い、指

定ごみ袋制度の導入等によるごみの減量化や資源化の取組

を進めます。 

次に、気候変動適応策事業においては、近年における気

候変動のなか、熱中症対策は命や健康に直結する重要な課

題であることから、市内の冷房設備を有する施設をクーリ

ングシェルターとして指定し、市民への周知と避難施設の

提供を行なうことで、極端な高温時における熱中症による

重大な被害の発生を防ぎます。 

 

防犯・防災施策については、地域安全対策事業において、

令和５年度における通学路や学校周辺での見守りカメラの

設置に引き続き、２００台のカメラ設置を行い、地域にお

ける街頭犯罪等を未然に防止し、犯罪の起こりにくい安

全・安心なまちづくりを進めます。  

また、増加している特殊詐欺に対応するため、特に被害

が多い６５歳以上の方を対象に、自動録音機能付電話機等

の購入補助を行い、地域の安全向上に取り組みます。 
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文化・スポーツ施策については、体育施設整備事業にお

いて、総合体育館の設備用防災盤の更新、総合体育館格技

場空調設備の改修工事を行い、利用者が快適かつ安心して

利用できる環境を整備します。 

次に、文化会館施設整備事業においては、非常用発電機

等の更新を行い、安全・安心な施設運営を図ります。 

 

公共施設施策については、浄水場施設整備事業において、

老朽化した米田水源地浄水施設の耐震化を行い、大規模地

震に備えるとともに、将来にわたって安全・安心な水の供

給を行う環境の整備を図ります。  

 

情報施策については、運用管理事業のうち、自治体情報

システム標準化対応業務において、国が策定する基本的な

方針の下、住民記録、地方税、福祉などの主要業務を処理

するシステムを導入し、市民の利便性向上、行政運営の効

率化を図ります。  
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次に、未来技術社会実装事業においては、令和５年度に

実施した「たかさご未来資産を貯めようプロジェクト」を

継続し、令和６年度は、コミュニティをよくする活動促進

サービスの実証事業を行います。  

 

市民サービス施策については、これまで設置を進めてき

ました、高齢者や障がい者等への総合的かつ包括的な相談

支援拠点である福祉総合相談センター、コミュニティ活動

等の拠点である地域交流センター、各地区の市民サービス

コーナー及び市民コーナーを集約したアスパ高砂での市民

サービスコーナーの運営を開始し、行政がより身近な存在

として、市民の皆様の暮らしを支えていきます。  

 

市制施行７０周年記念事業については、７０周年を「こ

れまで」の歩みと「これから」を結ぶ年と位置付け、「人

結び、夢結び、未来を結ぶ、高砂市７０年」を合言葉に、

向島公園でのラッピングバスのデザイン発表イベントや兵

庫県立「人と自然の博物館」が実施している事業である「ひ
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とはくキャラバン」、高砂市功労・善行者表彰式を中心と

した記念式典、小さいお子さんを持つご家庭に大変人気の

高い「おかあさんといっしょ」、高砂マラソンや人権フェ

スティバルでの特別ゲスト出演など、その他様々な記念事

業を市民の皆様及び各種団体の皆様とともに実施し、シビ

ックプライドの醸成、パートナーシップやシティプロモー

ションの推進を図ります。 

 

このような考えのもとに、今回提案いたしております、

令和６年度の一般会計当初予算額は、 

３７８億４，８０２万３千円 

特別会計３会計で、１８７億８，２２８万７千円  

企業会計４会計で、１６０億９８４万４千円 

全会計を合わせまして、 

合計７２６億４，０１５万４千円であります。 

 

４．提出議案 

（１）令和６年度関係 
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本定例会には、令和６年度関係としまして、先ほどご説

明しました予算議案８件をはじめ、事件議案３件、条例議

案１３件を提案いたしております。  

 

まずは、事件議案であります。 

高議第３号及び第４号につきましては、市道路線の認定

及び変更について議決を求めるものです。 

高議第５号につきましては、兵庫県市町村職員退職手当

組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更に

関し、協議をすることについて議決を求めるものでありま

す。  

 

次に、条例議案であります。 

高議第６号につきましては、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個

人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例におい

て、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律の一部改正に伴い、必要な改正を行う
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ものです。 

高議第７号につきましては、高砂市公益的法人等への職

員の派遣等に関する条例において、公益的法人等へ派遣す

ることができない職員から定年前再任用短時間勤務職員及

び任期付職員を除外し、幅広い選択肢から派遣職員を専任

することができるようにするため、必要な改正を行うもの

です。 

高議第８号につきましては、高砂市会計年度任用職員の

給与等に関する条例及び高砂市企業職員の給与に関する条

例において、地方自治法の一部改正を踏まえ、会計年度任

用職員に対して令和６年度から勤勉手当を支給するため、

必要な改正を行うものです。 

高議第９号につきましては、高砂市手数料条例において、

介護保険法の一部改正に伴い、指定介護予防支援事業者の

指定の申請及び当該指定の更新の申請に対する審査の事務

に係る手数料を定めるものです。  

高議第１０号につきましては、高砂市国民健康保険条例

において、国民健康保険法の一部改正による退職者医療制
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度の廃止に伴い、必要な改正を行うものです。 

また、持続可能で安定的な国民健康保険事業の運営に必

要な保険料率の改定を行うとともに、国民健康保険法施行

令の一部改正に伴い、後期高齢者支援金等賦課限度額の見

直し及び低所得者に対し保険料を減額する基準の引上げを

行うものです。 

高議第１１号につきましては、高砂市介護保険条例にお

いて、令和６年度から令和８年度までの第１号被保険者の

介護保険料の改定を行うものです。  

高議第１２号につきましては、高砂市指定地域密着型サ

ービスの事業に関する基準等を定める条例等において、指

定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等の一部改正に準じ、身体的拘束等の措置に係る記

録の義務付け等必要な改正を行うものです。 

高議第１３号につきましては、高砂市立高砂児童学園条

例において、児童福祉法の一部改正により、児童発達支援

センターについて児童発達支援の類型の一元化を行うこと

に伴い、必要な改正を行うものです。 
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高議第１４号につきましては、高砂市市営住宅条例にお

いて、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関す

る法律の一部改正による保護命令制度の拡充に伴い、必要

な改正を行うものです。 

高議第１５号につきましては、高砂市水道事業及び工業

用水道事業並びに下水道事業の設置等に関する条例におい

て、地方自治法の一部改正に伴い、同法の引用条文を改め

るものです。 

高議第１６号につきましては、高砂市病院事業の設置等

に関する条例において、地方自治法の一部改正に伴い、同

法の引用条文を改めるものです。  

高議第１７号につきましては、高砂市消防団員等公務災

害補償条例において、非常勤消防団員等に係る損害補償の

基準を定める政令の一部改正に伴い、非常勤消防団員等の

損害補償に係る補償基礎額を引き上げるものです。  

高議第１８号につきましては、高砂市消防手数料条例に

おいて、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部

改正に伴い、浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所及び浮き蓋
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付特定屋外タンク貯蔵所の設置の許可の申請に係る審査の

手数料の額を引き上げるものです。  

 

（２）令和５年度関係 

続きまして、令和５年度関係として提案しております議

案についてご説明申し上げます。  

 

まず、条例議案であります。 

高議第１号につきましては、高砂市手数料条例において、

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴

い、戸籍法の一部改正による本籍地以外での戸籍等の証明

書の交付及び戸籍電子証明書提供用識別符号等の発行等の

事務に係る手数料の額を定める等必要な改正を行うもので

す。  

高議第２号につきましては、高砂市市営住宅条例におい

て、美保里第１住宅及び北山第３住宅の設置戸数の変更並

びに末広住宅及び北山第１住宅の用途の廃止に伴い、必要

な改正を行うものです。 



 

 

 ３４ 

 

次に、予算議案であります。 

補正予算につきましては、年度末での精査を行おうとす

るものであり、一般会計のほか、特別会計３会計、企業会

計３会計を提案いたしております。  

特に、一般会計補正予算については、 

病院事業会計繰出事業におきまして、年度末において資

金不足が見込まれることから、補てんのため繰出金をお願

いしております。  

次に、自転車道等整備事業におきましては、国の補正予

算を確保できる見通しとなり、荒井・塩市幹線道路の自転

車通行帯を整備する工事に要する経費の計上、及び繰越明

許費をお願いしております。 

次に、小中学校施設建設事業におきましては、国の令和

５年度補正予算を活用するため、市内小中学校における空

調改修や外壁改修等に要する経費の計上、及び繰越明許費

をお願いしております。 
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以上が、市政運営に当たっての私の考え方及び本定例会

に提案しております議案の概要であります。   

審議に際しましては、各担当からより詳しく説明いたし

ますので、よろしくご審議いただき、ご賛同賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

５．その他 

なお、本会期中におきまして、 

事件議案として、令和６年１月に発生しました救助活動

中の事故における損害賠償の額を定めることを、  

条例議案として、高砂市市税条例及び新築の住宅等に対

して課する固定資産税軽減に関する条例の一部改正を、 

人事案件として、固定資産評価審査委員会委員の選任及

び教育委員会委員の任命につきまして同意を求めることに

ついて、追加提案を予定しておりますので、よろしくお願

いします。 

 

６．むすび 
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以上が令和６年度の予算案を始め、諸議案をご審議いた

だくうえでお示しした、予算の編成に対する主要な施策の

概要となります。  

市長としての任期１期目最後の提案説明となりました。 

本市の発展のために、これまで身を捧げてまいりました

が、前回の市長選挙出馬時において皆様と交わした約束の

中には、まだやり残したこと、より一層取り組んでいかな

ければならないこともございます。  

私は、市政運営の原点は「対話」であると考えており、

これまで、地域ミーティングや意見交換会、出前講座など

により、市民の皆様はもちろん、事業者の皆様や市外の皆

様から、多くのご意見、ご要望を伺ってまいりました。 

対話により相手を理解し、お互いの関係性を築くことは、

市民に最も身近な行政を担い、正しい市政運営を行う上で、

必要不可欠なものであると考えます。 

皆様の声をしっかりと丁寧に伺いながら、互いに理解し

合い、支え合い、共生することで、皆様が笑顔となる未来

の高砂を共に創ってまいりたいと考えます。 


